
議会基本条例・通年議会・議会関係資料の
ペーパーレス（iPad使用）等、 状況を聞く

村議会運営委員会９名は、徳島県小松島市議会および勝浦町議会を訪ね、主に標記の件の実施状況を伺っ

てきました。本村においても、一人の議運委員から「議会基本条例策定や通年議会の実施」を求める声が

出されていたことを受けて、すでに実施している議会を訪ねたものです。極一部ですがご報告します。

小松島市 人口約４万人余。議員定数17。「市長に対する発言力が弱い議会を何

とか改革したい」と、現在の議運委員長などの熱い思いと、市長の「財政非常事態宣

言」がきっかけとなって、2008年6月に議会改革特別委員会が設置され調査開始。正

副議長の立候補制導入（演説する）。議会が事務事業評価を実施し市長に報告。委員

会も含めリアルタイムインターネット動画配信。議員全員

参加の予算・決算常任委員会設置。議会基本条例・政治倫

理条例を可決（2009年3月）。議会報告会の開催。タブレッ

ト端末（ipad）導入（2012年9月から）。

通年会期制導入・常任委員会の改編

（2013年6月）ほか、次々と新たな試

みが展開された。

大名 視察内容の検討はこれからだが、

ipadによる議案書や予・決算書等の配

布についてだけはすぐさま、書類に直

接メモをとることや、いくつかの書類を同時に見ることなどが出来そうになく、また機械に弱い私にとっ

ては、議会運営上、進行の妨げを頻発させる恐れがあることを十分想定させてくれました。

勝浦町 人口5000人余。議員定数10。町議会が抱える２つの問題点（議会開会前の常任委員会開催、

常任委員会の少人数による弊害）を解

消するため、2012年4月議会運営検討

会議発足。講師を招き検討した結果、

通年会期制の導入で、問題が解決され

ることが判明。常任委員会を廃止し、

本会議主義へ移行。通年議会を勝浦町

マラソン議会と命名し、運営に関する

条例や規則、事項を定めた。年４回の

定例議会にそれぞれ、７月（若あゆ議会）、9月（コスモス議会）、みかん議会（12月議会）、ひな議会

（3月議会）など、町民に親しみをもたれる名称を付け、毎月本会議を開く年間の議会日程を定める。2013

年7月本会議における参考人招致を実施。町長の専決処分に関しては、大きく問題が生じないと議会が判断

する10件を指定しており、通年議会でもその範囲において専決処分は行われる。この他小さな町の小さな

定数の悩みも伺いながら、勉強させていただきました。

大名 少定数は、住民の声が届きにくくなることは勿論、議会運営上も困難を発生することがわかりまし

た。財政上から定数削減が言われますが、議会の機能上、報酬は下げても定数削減は避けるべきです。

ここここんんんんににににちちちちはははは！！！！ 日日日日本本本本共共共共産産産産党党党党のののの

ご相談はお気軽にお寄せください
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１月21･22日

議会運営委員会で他市町

の議会運営について視察

東海村議運委員長の挨拶

小松島市議会で使用のipadを直
接見せていただき、説明を聞く

左側東海村議会議員 右側勝浦町議会議員、副町長


